
「加速効果」と「波及効果」 

 
すばらしい芸術作品は，努力しているうち

に，ある時突然飛躍してできるようになる。

一歩一歩進むのではない。そして，その飛躍

は，他へもすぐ波及し，みんなができるよう

になる。 
 
ある精神科医が言った言葉です。 

一般的には，“努力した分，すぐに進歩す

るはずだ！”と思われがち

です。図１のように・・・。 

ところが，ちがうのです。

努力しても進歩しないとき

があるのです。 

実際は，図２のように進

歩することが多いのです。 

それは，芸術の世界ばかりでなく，教育の

世界でも同じだと思います。勉強でも，運動

でも・・・。一生けんめい練習しても少しも

伸びないように見えて，持続さえすれば，突

然できるようになるのです。 

そして，そうした集団の中では，一人がで

きるようになれば，他に波及するそうです。  

１００ｍ走で誰かが１０秒を切れば，あっ

という間に世界中で同じ現象が起きるよう

に・・・。 

このことは，【加速効果】と【波及効果】

などと呼ばれています。 

ただ，自分の意志で持続できることが，第

一の要件になるそうです。 

５・６年生は、先週から 

特設陸上の練習をがんばっ 

ています。 

陸上の練習で一生けんめいやってもなか

なか上手にならないなぁと思っている子も

いるかもしれませんが，あきらめずに努力し

ていれば必ず上手になるときがきます。それ 

も，突然やってきます。自分でもびっくりす

るくらいに・・・。     【加速効果】 

走ることが上手にできるようになると，跳

ぶことも投げることも上手にできるように

なります。一人ができるようになれば，みん

なもできるようになります。 【波及効果】 
 
その日が来ることを楽しみにしながら努

力していきましょう！ 

 

「まん延防止等重点措置期間」の延長を受けて 

 ９月１２日（日）までの予定であった、郡

山市を対象とした「まん延防止等重点措置期

間」が、９月３０日（木）までに延長される

ことになりました。 

 それを受けて、本校では「まん延防止等重

点措置期間」の延長期間は、次のように対応

していきたいと考えております。 
 
１ 「日常生活」「学習活動」について 
 
 (1)『学校だより No.17』でお知らせした

対策を継続していきます。 

  (2) 「調理実習」，「鍵盤ハーモニカ・リコ

ーダーの使用」については，学習進度に

も関わってきますので、感染対策を十分

に行いながら緩和していきます。 
 
２ 行事等について 
 
 (1) 学校外に出かけての学習は行わない。 

 (2) 外部人材等は、校舎内に入れない。 

 (3) 校内での活動は、感染対策に十分配慮

しながら、可能な限り予定通り実施する。 
 
【期間中の主な行事等】 

 ☆「交通安全教室」（9/14） 

  ⇒安全にかかわる行事なので、実施。 
 
 ☆「薬物乱用防止教室」（9/15） 

  ⇒外部人材活用なので、延期。 
 
 ☆「コミュタン見学（５年）」（9/17） 

  ⇒学校外に出かけるので、延期。 
 
 ☆「陸上開成山練習（５・６年）」（9/29） 

  ⇒事務局からの連絡がないので、未定。 
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